
特集

病院機能評価の新体系
ケアプロセスの評価を看護に活かす

日本医療機能評価機構の「病院機能評価」では，2013 年 4月から新しい評価体系（機
能種別版評価項目3rdG：ver.1.0）による審査を開始した。この新評価体系では，5つの
機能種別の設定や評価項目数の削減などのほか，患者の視点に立った医療の実践を評
価するため，ケアプロセス評価として「症例トレース型」の手法を採用していることも大きな特
徴である。本特集では，新評価体系を受け身でなく自院の看護の質向上に向けて活用す
ることを目指し，改定のポイントや審査の実際について紹介する。

病院機能評価の新評価体系のねらいと意義◉宮本恒彦
症例トレース型ケアプロセス評価の実際とは？
受審準備はどうすれば？◉神保勝也
看護の立場から見たケアプロセス評価の意義◉武村雪絵
新評価体系による受審を経験した病院から
ケアプロセス評価を中心に◉森三枝子／古田昌子／宮城とも
巻頭

うちの師長会・主任会②　三井記念病院看護部
特別記事

米国におけるシミュレーション看護教育の実際◉Pamela R. Jeffries
大学が主催する新人看護職員の「社会化」支援②◉大野夏代
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▶装いも新たにお届けした1月号，特集ではファ
シリテーションを取り上げました。「対話の大切
さ」と言葉で書いてしまうと簡単ですが，多忙を
きわめる看護マネジメントの現場においては，わ
かっていても時間が取れないジレンマがあるのか
もしれません。座談会ではappreciate（感謝する，
価値を認め合う）の大切さが述べられました。好
評をいただきました昨年9月号のポジティブ・マ
ネジメント特集でもキーワードとなった言葉で
す。じっくり対話する時間が取れなくても，お互
いに認め合う気持ちをもつことで，流れる空気が
変わってくるのかもしれません。▶2014年が，読
者の皆さまにとりまして，幸せ多き1年でありま
すようにお祈り申し上げます。読者の皆さまあっ
ての雑誌です！本年もご愛読ください。（小齋）

▶本号から，巻頭シリーズ「うちの師長会・主任
会」，連載「看護事故の舞台裏」が始まりました。
師長会・主任会はまさに対話の場，また，医療事
故の多くはコミュニケーションエラーから引き起こ
されます。ファシリタティブな管理者によって対話
の土壤が構築されることで，日常のコミュニケー
ションも円滑になるはずです。あらゆる活動に通
底する「対話」というトピックには，今後とも注目
していきたいと思います。▶2013年に観た映画の
本数を数えてみたところ，108本という暗示的な
数でした。除夜の鐘のごとく，1本観るたびに煩悩
が祓われていったと信じたいところです。大幅リ
ニューアルした弊誌のように，新たな気持ちで，
本年も皆様に価値ある誌面を提供したいと思い
ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。（笹山）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索
していただき，「いいね！」をよろしくお願いい
たします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。あ
わせてフォローをお願いいたします。

facebook始めました！

106     看護管理 Vol.24 No.01 2014

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
4 

2026/09/17 19:00:33




